
l 70 以上の国々で約 1,200 万ユーザーライセンスを販売した実績あるノーツクライアント管理ツール

l Notes クライアントの有益な情報を把握 (Notes/Domino ６以降で動作)

l Nomad Web/Mobile の HCL から提供されるプログラムには MarvelClient は標準で組み込まれており別途のインストール作業は不要

l 無償の機能限定版 MarvelClient Essentials は Notes/Domino 10.0.1 より標準搭載

l MarvelClient 基本機能 Basic に加え、⽬的に合わせて各モジュールをアドオン購⼊可能（⾃動アップグレードの MCUpgadeなど）

n ライセンスはユーザー単位のご契約となり、HCL Notes/Domino の CCB ライセンス数と同数のご契約が基本となります。
n 新規販売のライセンスは2022年より年間のサブスクリプション契約のみとなりました。
n 基本ライセンスの「Basic」に加え、お客様が必要となる機能モジュールを追加してのご提供となり機能モジュールのみのご購⼊はできません。

ライセンスについて

MarvelClient 製品のベースとなり Notes クライアント(スタンダード、Basic、HCAA)や Nomad クライアントの設定情報を収集、分析ができ、

かつ⼀元集中管理ができます。ワークスペースのアイコンの⼀括変更(追加、変更、削除）やロケーション⽂書/接続⽂書など MarvelClient 

Essentials の機能限定版では実現できない、Notes クライアント上のあらゆる設定の変更が可能です。

これにより、ヘルプデスク業務やアップグレード作業に関わるクライアント設定の変更など⼤幅な効率化が⾒込まれます。

エンドユーザーがどこでも、どのPCからでも⼀貫性のあるNotes
クライアントのワークスペース、ブックマーク、複製設定などご
く⼩さなネットワークトラフィックでローミングを実現します。
また、ローミングは Nomad Web/Mobile 間でも実現できるよう
に機能を拡張しています。
Nomad Web ローミングについては裏⾯をご参照ください。

リッチクライアントの Sametime、Connections、サイドバーの
プラグインのインストール/アンインストールなど Eclipse の設
定を制御することが可能です。
Sametime および Connections を Notes クライアントでお使い
のお客様にはとても便利な機能です。

Automate が適⽤された Notes クライアントでは 社内の接続可
能な Domino サーバー群から最も接続状態の良い Domino サー
バーに⾃動で切り替え、ワークスペース上のアイコンも変更しま
す。
また使⽤しなくなったアプリケーションアイコンも⾃動でワーク
スペースから削除することもできます。
複数の Domino サーバーが稼働し、リモート環境での作業が多
いワークフォースには最適です。

Notes クライアントのアップグレードや FixPack の適⽤を⾃動
化します。
社内のネットワークに負荷をかけずインストールプログラムをエ
ンドユーザーの PC に配布。配布後、エンドユーザーがアップグ
レードの起動を受け⼊れると、古いプログラムをクリーンアップ
し、分かりやすいインターフェースを⽤いてアップグレードが開
始されます。インストールプログラムの削除はもちろんアップグ
レードの各種設定も同時に⾏えます。

また、32bit クライアントから 64bit クライアントへのアップグ
レードにも対応しています。

Nomad Web ユーザーによるワークスペース上の特定のアプリ
ケーションへのアクセス、作成、削除に許可を与えたり許可させ
ない制限を加えることができます。

エンドユーザーが受信する Notes メールのサイズや受信者の数
など特定の条件を満たすメールに対してエンドユーザーにメール
が配信されないよう制限を設けることができます。また、送受信
のメールに添付されたファイルは⾃動的に Zip/Unzip され、ネッ
トワークのトラフィックの最⼩化に貢献します。
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Nomad Web

Nomad Web 
Migration

ノーツクライアントの
ワークスペース情報の移⾏

Nomad Web
(Mobile)

Nomad Roaming

Nomad Web のワークスペース情報のローミング
以下の場合でも⼀貫したワークスペース情報を損失することがなくユーザーに⼀貫した作業環境を提供できます
・Nomad Webから「リセット」
・別のブラウザから
・別のPCから

Notes

HCL Nomad Web の運⽤で
こんなお悩みはありませんか︖

l Nomad Web ユーザーがブラウザー上で Nomad のリセットをしたり、ブラウザーのキャッシュを
消去して Nomad Web 上のワークスペース情報が消えてしまう

l 異なるブラウザー、PC で Nomad Web を開いた時、最後に使⽤していたワークスペースと異なる
内容が表⽰されてしまう

l Nomad Web と Nomad Mobile で同期が取れず、オフィス、リモート、モバイルそれぞれのクラ
イアント環境間の整合性が取れない

Notes クライアントのワークスペース情報を Nomad Web へ移⾏するのに無償の MarvelClient Essentials 
(Domino サーバーに搭載、panagendaフォルダーにセットアップウィザードあり)で可能なのは知っています。

但し、HCL Nomad Web へワークスペース情報をワンタイム⾏できたとしても、ユーザーが数ヶ⽉、数年と使⽤して
いくうちにユーザーの⼿によってワークスペースのアイコン配置が変わっていくことが容易に想定できます。した
がって Nomad Web Roaming は必須と判断しました。

また、新卒/中途⼊社の社員には Notes クライアントのインストールを今後はしないつもりなので標準のクライアン
トとして Nomad Web から開始する予定です。この点からも Nomad Web Roaming は絶対必要と考えています。

※ Notes クライアントと Nomad Web 間のローミングは現在のところ技術的な課題があるためご提供しておりません

Nomad Web Roaming の必要性 (お客様からの声)


